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世界中のスポーツ関係者が集まる 

４月１８日（月）～２２日（金）、スイス・ローザン

ヌで開かれたスポーツアコード（ＳＡ）コンベンショ

ンに、世界空手連盟を代表して出席しました。 

ＳＡとは、非オリンピック競技を含む１０９のス

ポーツ団体が構成する世界最大の連合体で、コ

ンベンションでは総会をはじめ、種々のワークシ

ョップが行なわれます。ワークショップにおいては、

「アンチ・ドーピング」、「倫理」（八百長試合、不

正な試合操作の根絶）の議論にもっとも時間が

割かれており、これらが、スポーツが抱える最重

要課題であることが明確に伝わりました。 

また、ＩＯＣ＝国際オリンピック委員会もワーク

ショップを開催しています。ＩＯＣの考え方や方針

を聞き、質問や意見交換ができる機会は他にあ

りません。今回、２０２０年オリンピック追加種目

について、「６月のＩＯＣ理事会で審議したうえ、８

月２日のＩＯＣ総会にて投票を行ない最終決定す

る」という発表がありました。さらに、２０２４年オリ

ンピックについては２０１７年９月のＩＯＣ総会で、

開催都市・実施競技が決定しますが、２０２０年

に追加種目となることが、２０２４年の競技選考

過程でアドバンテージとなる可能性も示唆してい

ました。不確実な点が多いものの、２０２４年に向

けてＷＫＦが全力を挙げていく姿勢は変わりませ

ん。 

一方、ＳＡ総会においては会長選挙が行なわ

れ、世界バスケットボール連盟のバウマン事務

総長が当選しました。昨年は当時のビゼール会

長がＩＯＣを公然と批判する事態が起こり、ＳＡとＩ

ＯＣの関係に亀裂が生じてしまいましたが、修復

のきっかけとなる選挙だったと感じています。 

世界中のあらゆるスポーツ関係者が一堂に会

し、朝食会場から夜はバーまで、スポーツの話題

で持ち切り（会場にはオフィシャル・バーと名付け

られた無料のバーがあり、連日連夜、情報交換

の場となっていた）。 

オリンピックを目指すスポーツとして、ＳＡにお

いて「空手」の存在感を強めていくことには多い

に意義があります。実りある出張でした。 
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ＳＡコンベンションにて。ヨーロッパオリンピ
ック委員会のピアース氏（右 ）、 ＩＳＢ社のロ
メロ社長（右２人目）等と共に。 


